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はじめに 

 

令和７年度の総括・令和８年度の抱負 

 

早いもので、私たちユーアイ二十一は、この８月で創立 25 周年を迎えます。「あなた

と私の 21 世紀を共に生きる」を旗印に、開国の地である浦賀から福祉の世界という大海

原に船出をしてから、四半世紀が経ちます。多くの皆さまが支えていただいたおかげで

ここまで来ることができました。この場をお借りして、御礼申し上げます。 

さて、令和７年度のトピックスは、何と言っても特別養護老人ホーム「太陽の家横濱

左近山」の新規開設です。連日の猛暑にも関わらず、ほぼ予定通りに建設工事を進めて

いただき、令和７年 12 月１日、予定通りオープンすることができました。昨今の求人難

の状況下、私たちも職員確保に苦戦いたしましたが、法人内の他の事業所からの応援も

受けながら、まずまずのスタートを切ることができました。 

他の事業所の運営は、概ね順調でした。特に、在宅サービスと歯科事業では過去最高

の収益をあげた事業所もあり、職員の頑張りをうれしく感じています。 

令和８年度は、前年度の勢いのまま、長らく休止していた小規模多機能型居宅介護事

業所の「太陽の家馬堀俱楽部」を再開するほか、横須賀市から追浜地域包括支援センタ

ー業務を新たに受託します。今まで以上に多くの皆さまと触れ合うことができるのが、

本当に楽しみです。 

一方で世界に目を向けますと、中東地域を始めとして争いが絶えません。平和である

ことの有難さを日々実感するとともに、物価高騰や物不足への懸念を常に抱えている状

況です。 

福祉の基本は、困っている人を助けるです。物価高騰や物不足で困るのは、私たちだ

けではありません。ぜひ、みなさんと一緒に手と手を取り合って、困難な状況を乗り越

えていく。そんな節目の年にしたいと思っていますので、引き続きのご指導、ご鞭撻を

お願いしたいと思います。 

 

 

令和８年６月４日 

社会福祉法人ユーアイ二十一 

理事長 石渡 庸介 

 



- 4 - 

 

１．法人基本理念 

 

「太陽の家」は、ご利用者の方々の、 

「安心」「温もり」「満足」を合言葉に施設運営を行ってまいります。 

 

     ・いつも笑顔の絶えない  

 

     ・温かな心で、ふれあいに満ち、心安らぐ 

 

     ・生きがいをサポートし 

 

     ・尊厳を持って生活できる環境を守り 

 

     ・ご家族、地域との交流を基に、互いに手を携え共に歩む 

 

     ・福祉諸制度、サービス情報提供等、身近な相談相手 

 

 

  《 基本方針 》 

【 令和７年度スローガン 】 

 

あなたの気づきがチームを変える 
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２．社会福祉法人ユーアイ二十一 事業所一覧 

(1)第一種社会福祉事業 

太陽の家（介護老人福祉施設） 横須賀市西浦賀 定員 111 名 

太陽の家二番館（介護老人福祉施設） 横須賀市西浦賀 定員 100 名 

太陽の家座間（介護老人福祉施設） 座間市座間 定員 100 名 

太陽の家横濱羽沢（介護老人福祉施設） 横浜市神奈川区羽沢 定員 110 名 

太陽の家相模原清菊園（介護老人福祉施設） 相模原市南区上鶴間 定員 80 名 

太陽の家横濱左近山（介護老人福祉施設） 横浜市旭区小高町 定員 96 名 
 

(2)第二種社会福祉事業 

太陽の家短期入所サービスセンター 横須賀市西浦賀 定員 21 名 

太陽の家二番館短期入所サービスセンター 横須賀市西浦賀 定員 10 名 

太陽の家座間（短期入所生活介護） 座間市座間 定員 20 名 

太陽の家横濱羽沢（短期入所生活介護） 横浜市神奈川区羽沢 定員 10 名 

太陽の家相模原清菊園（空床型短期入所） 相模原市南区上鶴間  

太陽の家横濱左近山（空床型短期入所） 横浜市旭区小高町  

太陽の家デイサービスセンター 横須賀市西浦賀 定員 30 名 

太陽の家神大寺（地域密着型通所介護） 横浜市神奈川区神大寺 定員 15 名 

太陽の家安浦倶楽部（小規模多機能型居宅介護） 横須賀市安浦町 登録定員 25 名 

太陽の家逸見倶楽部（小規模多機能型居宅介護） 横須賀市東逸見町 登録定員 18 名 

かもめ倶楽部（小規模多機能型居宅介護） 横須賀市鴨居 登録定員 25 名 

太陽の家浦賀 看護小規模多機能型居宅介護 横須賀市浦賀 登録定員 25 名 

太陽の家浦賀 定期巡回・随時対応型訪問介護看護  横須賀市浦賀  

太陽の家浦賀 無料・低額宿泊施設 横須賀市浦賀 定員 13 名 

太陽の家浦賀ケアステーション（訪問介護） 横須賀市浦賀  

太陽の家マリオ（障害者グループホーム） 横須賀市安浦町 定員 10 名 

太陽の家公郷（認知症対応型共同生活介護） 横須賀市公郷 定員 18 名 

太陽の家看多機つむぎ(看護小規模多機能型居宅介護) 横浜市旭区小高町 定員 25 名 
 

(3)公益事業 

太陽の家居宅介護支援センター 横須賀市浦賀  

浦賀地域包括支援センター 横須賀市浦賀  

太陽の家附属歯科診療所 横須賀市鴨居  

歯科診療所優会 横浜市港北区錦が丘  

太陽の家和田の里歯科診療所 三浦市初声町  

東林間ライフケアデンタルクリック 相模原市南区上鶴間  

保育室 太陽の家（企業主導型保育事業） 横浜市神奈川区羽沢  
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３．職員の状況 
 

法人全体の職種別職員内訳 

職員総数  ：801 名（内 常勤：417 名 非常勤：383 名） 

平均年齢  ：49.6 歳（常勤：44.2 歳 非常勤：55.5 歳） 

平均勤続年数：５年５ヶ月（常勤：６年１ヶ月 非常勤：４年７ヶ月） 

 

【 職種別職員内訳 】 

 
※令和８年３月 31 日現在の人数。以降の表で、特段表記がないものも同様。 

 表中の数値に兼務は含みますが、合計欄は実人数を記載しています。 

 

■ 職員構成（令和８年３月 31 日現在） 

令和７年度末時点の総職員数は 801 名で、前年度より 73 名の職員が増加しています。職員平

均年齢は 48 歳で、安定した年齢構成となっており、各世代の職員がそれぞれの強みを活かして

活躍しています。 

一方、平均勤続年数は全体で５年、前年度と比較すると全体で７ヶ月、常勤職員で３ヶ月、非

常勤職員で１年といずれも勤続年数が短くなっています。これは新規採用の拡大によるものであ

り、組織の活性化と人員体制の充実が進んでいる結果と捉えています。また、多様な経験を持つ

人材の参入により職員構成に広がりが生まれ、今後の人材育成および組織力の向上につながるも

のと考えています。 

 

 

職種 本部 太陽の家 二番館 座間 羽沢 清菊園 左近山 在宅グループ 歯科 合計

本 部 長 ・ 施 設 長 8 1 0 1 1 1 1 1 1 15

課 長 2 1 1 1 1 2 0 4 1 13

介護支援専門員 0 2 3 2 0 2 0 13 0 22

社 会 福 祉 士 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5

生 活 相 談 員 0 4 2 2 3 1 1 0 0 13

生 活 支 援 員 0 0 0 0 0 0 0 10 0 10

介 護 職 員 0 73 57 60 81 49 21 67 0 408

介 護 補 助 職 員 0 6 9 23 28 8 17 1 0 92

看 護 職 員 0 8 6 9 16 4 9 8 0 60

保 健 士 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

機能訓練指導員 0 2 1 1 0 1 0 0 0 5

管 理 栄 養 士 0 3 3 3 5 2 0 0 0 16

厨 房 職 員 0 13 3 0 0 0 0 0 0 16

歯 科 医 師 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10

歯 科 衛 生 士 0 1 2 1 2 0 0 0 13 19

歯科助手（受付） 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4

事 務 職 員 6 2 2 3 3 5 0 1 1 23

車 両 営 繕 1 9 4 5 4 2 0 0 0 25

DX 推 進 課 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

保 育 職 員 0 7 0 3 11 0 0 0 0 21

宿 直 0 4 4 4 0 3 0 0 0 15

洗 濯 員 0 0 0 0 0 4 0 0 0 4

サ ー ビス 責 任者 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

合計 20 136 97 118 155 84 49 112 30 801
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■ 職員の採用及び退職（令和８年３月 31 日現在） 

採用職員総数：185 名（常勤職員：76 名 非常勤職員：109 名） 

退職職員総数：141 名（常勤職員：63 名 非常勤職員：75 名 嘱託職員：３名） 

新卒採用職員：８名 （高校卒業：５名 大学卒業：１名 専門学校卒業：２名） 

 
 

■ 研修・実習生受入 

 令和７年度は、組織力向上と人材育成の強化を目的として、課長・主任・リーダーを対象とし

た階層別研修に重点的に取り組みました。課長層にはマネジメント手法と役割理解の強化、主

任・リーダー層には課題分析・問題解決力および部下育成力の向上に重点を置き、実践的な内容

の研修を実施しました。その結果、各階層における役割認識の向上と、組織全体のマネジメント

力の底上げを図ることができました。今後は、研修内容の現場定着に向けた取組を継続していき

ます。 

また、実習生の受入も積極的に取り組み、近隣高校の実習生をはじめ、大学の社会福祉士実

習、専門学校の看護実習や介護実習の受入を実施しました。さらに、歯科衛生士実習等の受入も

行いました。これらの実習の受入を通して、学生だけではなく学校との連携強化にも繋がりまし

た。加えて、実習生の受入だけではなく各施設でのインターンシップの受入、イベントへの学生

の受入にも力を入れ、特に秋祭り等には多くの学生の参加がみられました。 

 

■ 新卒研修・新卒フォローアップ研修 

研 修 日 研 修 内 容 

４月１日～４月３日 法人概要、福祉について、マナー・権利擁護等、各施設の見学 

７月 個人面談 

９月 30 日 集合研修 ＧＷを中心に現状の情報共有・辞令・発表等 

３月 個人面談 

 

 

拠　点 採用 退職

職　種 採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職 合計 合計

施 設 長 ・ 管 理 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介 護 支 援 専 門 員 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 4

社 会 福 祉 士 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0

生 活 相 談 員 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 2

生活支 援員 ・世 話人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3

介 護 職 員 0 0 7 8 10 16 13 15 31 15 5 6 19 5 12 10 0 0 97 75

介 護 補 助 職 員 0 0 2 1 4 0 0 5 11 3 0 0 19 2 0 2 0 0 36 13

看 護 職 員 0 0 1 4 0 2 1 3 5 3 0 2 5 1 3 2 0 0 15 17

保 健 師 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0

機 能 訓 練 指 導 員 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

管 理 栄 養 士 0 0 0 0 0 1 0 0 2 1 1 0 1 0 0 0 0 2 4

厨 房 職 員 0 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

歯 科 医 師 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 3 2

歯 科 衛 生 士 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 9 4 10 4

歯 科 助 手 （ 受 付 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 職 員 0 2 0 0 0 0 0 1 2 2 1 1 1 1 1 0 0 0 5 7

車 両 営 繕 0 1 3 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 6 2

DX 推 進 課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保 育 職 員 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2

宿 直 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

清 掃 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

洗 濯 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 3 15 17 16 19 16 28 54 28 8 10 45 11 19 19 12 6 185 141

左近山 在宅グループ 歯科羽沢・神大寺本部 太陽の家 二番館 座間 清菊園
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■ 新規採用者研修 会場：ウィリング横浜 

研 修 日 研 修 内 容 

５月 23 日 

法人理念、法人組織と概要、福祉の考え方、権利擁護 

個人情報、人事労務、評価制度 

７月 25 日 

10 月 17 日 

１月 31 日 

 

■ 課長研修 識学浸透パック受講 

研 修 日 研 修 内 容 

５月～８月 役割の理解・マネジメント手法の理解 

 

■ 主任研修   講師：繁里弘喜、三縄久代 

研 修 日 研 修 内 容 

10 月 13 日 課題分析・問題解決の方法について 

１月 12 日 部下の育成方法について（指導方法・目標管理等） 

 

■ リーダー研修 講師：繁里弘喜、三縄久代 

研 修 日 研 修 内 容 

11 月３日、21 日 課題分析・問題解決の方法について 

２月５日、９日 部下の育成方法について（指導方法・目標管理等） 

 

■ 外国籍の雇用状況（令和８年３月 31 日現在・予定含） 

外国籍人材については、令和７年度に新たに 24人の職員を受け入れました。 

毎年安定した雇用を継続できています。 

 

 
 

 

 

拠 点

受入者 在籍者 受入者 在籍者 受入者 在籍者 受入者 在籍者 受入者 在籍者 受入者 在籍者 受入者 在籍者

介 護 0 5 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

EPA介護福祉士 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

EPA 候 補 生 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特 定 技 能 2 3 3 4 0 4 11 11 0 4 7 0 0 0

そ の 他 0 4 0 1 0 2 0 0 0 0 1 0 1 1

合 計 2 16 3 10 0 6 11 11 0 4 8 0 1 1

在宅グループ太陽 二番館 座間 羽沢 清菊園 左近山
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４．部門別・基本方針及び具体的取組み 

 太陽の家  
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

少年少女合唱団や音大生によるボランティアを積極的に受け入れたことで、ご利用者

に大変喜んでいただくことができました。そして、このようなご利用者のお姿をご家族

と共有したいとの思いから、職員には施設の取り組みを外部に発信する意識が高まり、

SNS 投稿数を増やすことができた年ともなりました。ICT 機器の活用という面では、

aams(注1)の導入により、事故発生時の原因分析の精度が高まったことで、サービスの質

の向上に繋げることができたと考えております。  

以上のことから、11 月に実施した満足度調査の結果は概ね高評価をいただくことが

できました。 
 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

職員同士が助け合う風土の醸成を目指して取り組んだ結果、フロア内の連携が円滑に

なり、いざという時に迅速な応援体制をとれるなど、目に見えて成果があがりました。

この好循環を継続させるため、今後も「つながり」を実感できる職場づくりを進めてい

きます。 

人材育成の面では EPA 介護福祉士候補者をはじめ、多くの職員が資格取得に挑戦し、

結果を残すことができました。令和７年度は初任者研修修了者１名、実務者研修修了者

４名、介護福祉士合格者４名、認知症介護実践者研修修了者１名、認知症介護実践リー

ダー研修修了者１名となっております。今後も計画的に資格取得支援を行い、職員の成

長やモチベーションの向上に繋げていきたいと考えております。 
 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

ぬくもりカフェをはじめとした地域貢献活動へ積極的に参加しました。また地域への

出張レクリエーションを定期的に行うなど、活動の場を広げることができた年でした。

商工会議所主催の MTT にも継続して参加し、市内の中学生に介護の仕事について伝える

機会を持つことができました。その他、町内会の防災訓練にも参加し、車椅子の介助方

法をお伝えするなど地域との連携を深めました。今後はさらに地域との関わりを強化し、

ニーズの把握に努めるとともに、いつでも困った時に思い出していただける施設作りを

目指します。 

 
(注1) 心拍、呼吸、体動、離着床、睡眠の状態などを離れた場所から見守ることができるマット型

の見守り支援介護ロボットです。 
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（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

年度始めに稼働率が落ち込みましたが、その後は年間を通して全ての事業で高稼働を

維持することができました。残念ながら、年度始めの稼働の落ち込みの影響が大きく、

目標達成には至りませんでしたが、あと一歩だったと捉えています。特養の稼働安定要

因としては、感染症発生時に拡大を防ぎ、早期収束に繋げたことで入院者が少なかった

ことが挙げられます。ショートステイ・デイサービスともに、今後より安定した稼働を

維持するためには、登録者数を増やすことが必須であると考えます。そのため、関係事

業所やケアマネジャーと密に連絡を取ることで新規顧客の獲得を進めます。加算取得に

ついては、令和 7年度は口腔衛生管理加算及び個別機能訓練加算の算定数を増やすこと

ができました。また栄養マネジメント強化加算の算定を開始しました。令和 8年度は 4

月より個別訓練機能加算Ⅱ、医療連携体制加算、及び生産性向上推進体制加算の算定を

新たに開始し、予算達成に向けて収入増を図ります。 

 

【 特養 年齢別・介護度別利用状況一覧 】 

 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 構成比（年齢） 

６ ４ 歳 以 上 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％ 

６５歳～６９歳 ０ ０ ０ ０ １ １ １％ 

７０歳～７４歳 ０ ０ ２ ２ １ ５ ５％ 

７５歳～７９歳 ０ ０ ５ １ ２ ８ ７％ 

８０歳～８４歳 ０ １ ３ ８ ４ 16 14％ 

８５歳～８９歳 ０ ２ ８ 13 ９ 32 29％ 

９ ０ 歳 以 上 １ ２ 22 16 ８ 49 44％ 

合 計 １ ５ 40 40 25 111 100％ 

構成比（介護度） １％ ５％ 36％ 36％ 23％ 100％  

 

【 短期 介護度別利用状況一覧 】 

 支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 

延 べ 人 数 36 ３ 567 1957 2533 1253 671 7020 

構成比（介護度） １％ ０％ ８％ 28％ 36％ 18％ 10％ 99％ 
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【 通所 利用者状況 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

稼 働 日 数 26 27 25 27 26 26 27 25 25 24 24 26 308 

全体（延べ人数） 636 694 645 687 688 704 735 638 654 640 617 658 7996 

平 均 利 用 者 24.4 25.7 25.8 25.4 26.4 27 27.2 25.5 26.1 26.6 25.7 25.3 25.9 

稼 働 率 81.5 85.7 86.0 84.8 88.2 90.3 90.7 85.1 87.2 88.9 85.7 84.4 86.5 

月 初 登 録 者 数 82 81 84 81 83 87 89 88 87 88 87 87 1024 

開 始 利 用 者 数 １ ４ ０ ３ ４ ４ １ ０ ３ １ ４ ３ 28 

終 了 利 用 者 数 ２ １ ３ １ ０ ２ ２ １ ２ ２ ４ ５ 25 

月 末 登 録 者 数 81 84 81 83 87 89 88 87 88 87 87 85 1027 

介
護
度
別
延
べ
人
数 

要支援１ ５ ４ ４ ４ ４ ４ ９ ８ ９ ８ ８ ９ 76 

要支援２ ０ ０ ０ ４ ８ ４ ９ ７ ８ ８ ８ ８ 64 

要介護１ 237 293 263 283 279 279 297 270 242 230 240 240 3153 

要介護２ 188 210 213 205 230 240 232 196 226 230 226 237 2633 

要介護３ 133 130 110 141 115 125 142 111 122 124 112 127 1492 

要介護４ 60 37 34 31 36 30 24 26 27 23 11 27 366 

要介護５ 13 20 21 19 16 22 22 20 20 17 12 10 212 

平 均 介 護 度 2.1 2.0 2.0 2.0 1.9 2.0 1.9 1.9 2.0 2.0 1.9 2.0 2.0 

種
別 

通所介護 631 690 641 679 676 696 717 623 637 624 601 641 7856 

通所型みなし ５ ４ ４ ８ 12 ８ 18 15 17 16 16 17 140 

キャンセル 144 116 115 137 96 74 93 109 96 80 116 122 1298 

 

【 健康診断 】 

７月 19 日実施 109 人受診 

 

【 行事実施報告 】 

 行 事 ・ 外 出 活 動 他 

４月 ６日：お花見ドライブ 

５月 10 日：川間町内会祭礼 11 日：母の日・喫茶 

６月 15 日：父の日居酒屋 20 日：フルーツバイキング 

７月 12 日・20日・27 日：流しソーメン 

８月 30 日：夕涼みの会 

９月 15 日：敬老会 

10 月 19 日：秋祭り 31 日：ハロウィン 

11 月 29 日：２Ｆ懇談会 30 日：３Ｆ懇談会 

12 月 14 日：１Ｆ懇談会 27 日：餅つき 

１月 18 日：ボランティア感謝祭 13 日・20日：ラーメン屋レク 

２月 ３日：節分 ４日・25日：ラーメン屋レク 

３月 ３日：ひな祭りケーキバイキング 22 日：彼岸祭 

 

 



- 12 - 

 

【 ボランティア受入状況 】 

ボ ラ 団 体 ・ 内 容  数 活 動 実 績 

傾聴の会 ６ ４月・９月・10 月・11月・12月・３月 

横須賀芸術劇場少年少女合唱団 

（コンサート） 
１ ９月 13 日 

音大生（コンサート） １ １月 11 日 
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太陽の家二番館 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

個別性のあるケアの実現に向け、ユニットケア研修の実施に加え、全入居者分作成に

は至らなかったものの 24 時間シートの作成に着手しました。また、ADL 変化に対応する

ため多職種連携を図りました。 

今後も個別性のあるケアの実現、感染症対策を前提としての家族との交流機会の充実

を柱に、サービスの質の向上を目指していきます。 
 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

各部署を網羅する形での会議を設け、課題を抽出し改善に向けた検討を行い、その結

果をデスクネッツ等で周知していくことで、業務改善を進めました。課題の共有までは

進むものの、解決方法の策定までに至らないこともありますが、継続は力と考え、今後

も継続していきます。 

見守りカメラの活用により、コール対応の優先順位付けや不要な訪室の削減が可能と

なり、業務負担軽減と見守り体制の強化につながっています。 

人材育成では、外部研修のフィードバックを共有し知識の展開を図るとともに、各種

研修参加により資格取得支援を行いました。研修受講には、人員のやり繰りが必要であ

り、厳しい状況ではありますが、今後も職員の研修受講の機会を確保していきます。 
 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

地域に向けた取り組みとして、見学会や体操教室、地域貢献プロジェクトメンバーに

よる各種イベントを実施し、町内会活動への参加を通じて地域との関係づくりを進めま

した。また、Instagram や LINE による情報発信を継続した結果、見学依頼の増加など一

定の成果が見られています。これらの取り組みが特定の職員に偏る傾向にあるので、今

後は体制の強化を図ることで内容の充実も実現し、地域との関係性の深化につなげてい

きます。 
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（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

特養の稼働状況を的確に予測し、短期入所事業との情報共有を強化することで、受け

入れ体制の充実を図りました。あわせて、空床が発生した際には次期入居予定者への迅

速な案内と事前準備を徹底した結果、特養および短期入所の稼働率は 98.3％を達成し、

目標を達成することができました。 

営業活動についても月 2回の実施を継続し、安定した集客を実現しています。さらに、

新たな加算として令和 7年 4月より個別機能訓練加算Ⅲの算定を開始し、収益基盤の強

化につなげることができました。今後は高稼働の維持に加え、営業活動の質のさらなる

向上に取り組むとともに、業務改善を推進し、より多くの加算を算定できるようにし、

サービスの質向上と収益の安定化を図っていきます。 

 
【 特養 年齢別・介護度別利用状況一覧 】 

 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 構成比（年齢） 

６ ４ 歳 以 上 ０ ０ ０ １ ０ １ １％ 

６５歳～６９歳 ０ ０ ０ ２ ０ ２ ２％ 

７０歳～７４歳 ０ ０ １ ０ ０ １ １％ 

７５歳～７９歳 ０ １ １ ４ ３ ０ ９％ 

８０歳～８４歳 ０ ０ １ ９ ２ 12 12％ 

８５歳～８９歳 ０ １ ７ ４ ３ 15 15％ 

９ ０ 歳 以 上 ０ １ 21 26 12 60 60％ 

合 計 ０ ３ 31 46 20 100 100％ 

構成比（介護度） ０％ ３％ 31％ 46％ 20％ 100％  

 

【 短期 介護度別利用状況一覧 】 

 支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 

延 べ 人 数 ０ １ 64 56 104 136 60 421 

構成比（介護度） ０％ ０％ 15％ 13％ 25％ 32％ 14％ 100％ 

 

【 健康診断 】 

７月 25 日実施 95 人受診 
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【 行事実施報告 】 

 行 事 ・ 外 出 活 動 他 

４月 家族会総会 

５月 母の日喫茶、花贈呈（カーネーション）、園芸（さつまいも植え付け） 

６月 父の日アイスレク、花贈呈（ひまわり） 

７月 花火大会(中止) 

８月  

９月 敬老祝賀会・秋祭り 

10 月 園芸（さつま芋の収穫） 

11 月 喫茶 

12 月 柚子湯、クリスマス会、贈呈の柚子の木より・クリスマスプレゼント 

１月 元旦、甘酒・みかん 

２月 節分 

３月 ひな祭り（つるし雛展示） 

 

【 ボランティア受入状況 】 

ボ ラ 団 体 ・ 内 容  数 活 動 実 績 

矢車草（車いすダンス） ３ ４月・11月・２月 

ミューポにじいろ合唱隊（合唱） ２ ５月・10月 

ビバ・アルモニカ（ハーモニカ演奏・歌） ２ ４月・12月 

福寿草薬局（ダンス） １ ７月 

麦の穂トッテルカ（サックス演奏） １ 11 月 

太極拳・アコーディオン １ ２月 

ラルゴ（演奏） １ ２月 
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太陽の家座間 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

ご利用者の望む暮らしを支援するために、ニーズを把握したこうどう（考動・口動・

行動）を掲げ、主に次の３点に取り組みました。①24 時間シートの活用・定期カンファ

レンス・担当者会議・家族懇談会を開催し、ご利用者やご家族とコミュニケーションを

高める。②環境整備・意識向上啓発に伴い事故リスクを軽減、緊急時対応における体制

を整備する。③レクリエーションやクラブ活動を充実させ、より多い楽しみを提供し、

この内容がご家族にも伝わるよう SNS 等発信を増やす。 

①24 時間シートは有効には活用できませんでしたが、定期カンファレンスは継続実

施、担当者会議は 2 回、家族懇談会は 1回開催しました。②事故発生は 643 件→569 件

と前年比 11％減少しました。骨折も 5 件→2 件と 60％減少しました。③10 周年記念式

典・秋祭りを中心としたイベントは予定通り行え、インスタグラム投稿回数は67件→147

件と前年比 119％増加しました。 
 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

職員の成長に繋げるために、「気づく」「学ぶ」「繋げる」力を養うことをスローガン

として掲げ、①OJT 見直し・事業所の独自研修・採用後オリエンテーション・委員会活

動の強化連携によるケアの統一・職員のスキルアップ。②個別面談の実施によるモチベ

ーションの維持・向上。③福利厚生の拡大・職員親睦会の開催による張り合いのある職

場つくり、の３点を中心に活動を行いました。 

①委員会活動については、委員会によって活動内容に濃淡の差があったものの、新卒

採用職員に対してはプログラムに沿った教育や専門職の仕事内容を学ぶ機会を作るこ

とができました。②個別面談については、面談時間の確保に課題があり、実施率は 60％

にとどまり、離職者も 17 名→27名と前年比 58％の増加となってしまいました。③中間

管理職の少なさゆえに職場環境の向上に難しい点もありますが、福利厚生として置き型

社食を導入したほか、職員親睦会を 1 回開催しました。なお、１月から主任を増員し、

次年度への足掛かりとしました。 
 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

居宅介護支援事業を中心に、地域社会への貢献を増やすことで事業所の認知度を高め

ることをスローガンとして掲げ、①居宅支援事業独自の行事企画及び地域包括支援セン

ターとの共同セミナー開催②施設独自の美化清掃（3回以上）・防犯パトロールの実施・

地域行事へのボランティア協力③地域交流スペースでの展示会等イベント開催の３点

を中心に活動を行いました。 

①令和 7年 9 月から居宅支援事業が休止となったため、事業計画に沿った活動を行え

ませんでした。②美化清掃は３回実施、地域の清掃活動や縁日ボランティアは５回実施

しました。③座間市の子育てサポート事業を中心にイベントスペースを５回提供したほ

か、介護美容のネイルボランティアを受け入れました。計画通りにはできませんでした

が、今まで地域活動に参加できなかった職員が参加するなど、次年度以降の地域活動へ

の足掛かりの年となりました。 
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（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 ・ 短 期 】 

質を上げることでの安定稼働、無駄を減らすことでのコスト削減をスローガンとして

掲げ、①新たな加算算定、待機者数 15 名以上の確保による 98％以上の稼働率実現。②

多職種連携による健康管理の向上による入院抑制。③消耗品の過剰在庫を持ないことで

事務消耗品費の 5％削減、この３点を中心に取り組みました。 

①稼働率は 96.8％となりましたが、栄養マネジメント強化加算・個別機能訓練加算Ⅲ

を算定することができました。②多職種でのミールラウンドは継続的に行え、入院ベッ

ドも 859 床→833 床とわずかではありますが減少できました。③事務消耗品費は前年比

で 13％の減少を実現しました。全体として、入院抑制が行えているにも関わらず稼働率

を高く保つことができなかったという課題が残る結果となりました。 

 

【 特養 年齢別・介護度別利用状況一覧 】 

 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 構成比（年齢） 

６ ４ 歳 以 上 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％ 

６５歳～６９歳 ０ ０ ０ ２ ０ ２ ２％ 

７０歳～７４歳 ０ ０ ０ １ ２ ３ ３％ 

７５歳～７９歳 ０ ０ ３ ３ ２ ８ ９％ 

８０歳～８４歳 ０ ０ ３ 10 ２ 15 16％ 

８５歳～８９歳 ０ ０ ６ ８ ６ 20 22％ 

９ ０ 歳 以 上 ０ ０ ６ 36 １ 43 47％ 

合 計 ０ ０ 18 60 13 91 100％ 

構成比（介護度） ０％ ０％ 20％ 66％ 14％ 100％  

 

【 短期 介護度別利用状況一覧 】 

 支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 

延 べ 人 数 ０ ０ ３ １ ５ ５ ７ 21 

構成比（介護度） ０％ ０％ 14％ ５％ 24％ 24％ 33％ 100％ 

 

【 健康診断 】 

９月 19 日実施 91 人受診 
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【 行事実施報告 】 

 行 事 ・ 外 出 活 動 他 

４月  

５月  

６月 ２日：ヴァイオリン演奏会 

７月 ２日：運動会 

８月  

９月 15 日：敬老会 

10 月 １日：十周年記念式典 25 日：秋祭り 

11 月 11 日：焼き芋 

12 月 24 日：クリスマス会 

１月 １日～３日：正月イベント 

２月 ３日：節分イベント 

３月 ３日：ひな祭りイベント 

 

【 ボランティア受入状況 】 

ボ ラ 団 体 ・ 内 容  数 活 動 実 績 

音読サークル 12 月１回 

介護美容（ネイル）ボランティア 24 月２回 

ハーモニカボランティア 24 月２回 

傾聴ボランティア 24 月２回 

 

② 居宅介護支援事業所 

【 居宅 利用状況一覧 】 

件数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

要介護者 76 77 75 78 77 78 

要支援者 10 ７ ７ ７ ７ ６ 

認定調査 0 ２ 0 0 0 0 

 

【 居宅 苦情の状況 】 

苦情なし 
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太陽の家横濱羽沢 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

① タイムスタディを定期的に実施し、ご利用者とのふれあいの時間を増やしユニットごと

での余暇活動の実施ができました。また施設イベントは毎月開催、各フロア主催の施設

イベントも年 3回実施。食事イベントだけでなく年 2回アンサンブルいずみによるコン

サートを開催。保育園児との触れ合いおひさまリトミックを毎月開催しています。 

② 施設内の安全点検については、台風などの災害の発生が予測されるときは、事前に施設

内の安全点検を行い、必要な対策を講じました。今後はリーダー・防災委員を通して、

定期的な点検を行える体制を構築していきます。 

③ e-ラーニング形式での研修のほか、リーダー会議を通して高齢者虐待防止・身体拘束廃

止委員から言葉使いやその他接遇に関するミニ勉強会を定期的に行いました。 
 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

① 太陽の家ケアスクールの初任者研修に６名、実務者研修に３名受講させました。介護福

祉士実習指導者研修に２名、感染対策の研修に５名受講させました。 

② 評価制度に関しては、役割定義の評価を年 3回の面談、フィードバッグを実施し、モチ

ベーションの維持・向上を図りました。令和 7年度は昇格試験で２名がリーダーに昇格

しました。 

③ 年２回の職員交流会（施設での食事会・ボウリング大会）催し、フロアや職種を超えて

の交流を図り、コミュニケーションの活性化を図りました。 
 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

① 秋祭りで健康相談会を開催しました。地域の小学生も来園され、入居者との交流等を通

じて、福祉施設の役割などを知ってもらうことができました。 

② 避難訓練を実施するにあたり、地域に呼びかけを行い地域の方も一緒に参加していただ

くことができました。今後も継続的に呼びかけを行い、地域住民の避難先としての認知

度を高めるとともにその避難者が福祉避難所の運営に協力するという WINWIN の関係を

目指します。 

③ SNS を通して月平均 15回、施設のイベントや活動内容を発信しました。また地域の方々

に対して定期的に施設の会議室・多目的ホールを貸し出しを行いったほか、地域のイベ

ントにも積極的に参加しました。 
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（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 ・ 短 期 ・ 通 所 】 

① ７月に稼働率の低下があったものの、短期入所の予約の取り方を変更したり空床案内を

することで、特養短期併せて 98.9%の稼働率を達成しました。通所は２か月に一回、ご

利用者の居宅を訪問してきめ細やかな対応を続けたことで、60.5％の稼働となりました。

目標は未達成ですが、稼働率は上昇傾向にあり、引き続き新規利用者の獲得を目指しま

す。 

② 大幅なコスト削減にはつながらなかったものの、定期的な棚卸は今後も継続し、無駄な

発注の抑制に努めます。 

③ SNS の発信を月 15 回行っていることで、施設見学時にインスタ観ましたなどの声が体

感できるようになりました。今後も継続して情報発信や地域のイベントに参加し、施設

の認知拡大に努めます。 

 

【 特養 年齢別・介護度別利用状況一覧 】 

 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 構成比（年齢） 

６ ４ 歳 以 上 ０ ０ ０ ０ １ １ １％ 

６５歳～６９歳 ０ ０ ０ １ ２ ３ ３％ 

７０歳～７４歳 ０ ０ ０ ３ ５ ８ ８％ 

７５歳～７９歳 ０ ０ ３ ５ ６ 14 13％ 

８０歳～８４歳 ０ ０ ３ ３ ３ ９ ８％ 

８５歳～８９歳 ０ ０ ４ 14 ９ 27 25％ 

９ ０ 歳 以 上 ０ ０ ６ 25 17 48 44％ 

合 計 ０ ０ 16 51 43 110 100％ 

構成比（介護度） ０％ ０％ 15％ 46％ 39％ 100％  

 

【 短期 介護度別利用状況一覧 】 

 支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 

延 べ 人 数 27 63 375 642 1411 1317 757 4592 

構成比（介護度） １％ １％ ８％ 14％ 31％ 29％ 16％ 98％ 
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【 通所 利用者状況 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

稼 働 日 数 26 27 25 27 26 26 27 25 25 24 24 26 308 

全体（延べ人数） 225 219 218 214 234 241 253 235 250 236 231 245 2801 

平 均 利 用 者 8.6 8.1 8.7 7.9 ９ 9.2 9.3 9.4 10 9.8 9.6 9.4 9.08 

稼 働 率 57.7 54.1 58.1 52.8 60.0 61.8 62.5 62.7 66.7 65.6 64.2 62.8 60.6 

月 初 登 録 者 数 30 29 28 29 29 29 31 31 30 32 32 32 362 

開 始 利 用 者 数 １ １ ２ １ ０ ２ ０ ０ ２ ０ １ １ 11 

終 了 利 用 者 数 ２ ２ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ３ 10 

月 末 登 録 者 数 29 28 29 29 29 31 31 30 32 32 32 29 361 

介
護
度
別
延
べ
人
数 

要支援１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

要支援２ ５ ６ ６ ６ ６ ５ ５ ４ ４ ４ ４ ４ 59 

要介護１ ９ ８ ８ ８ ７ ８ ８ ７ ７ ７ ７ ７ 91 

要介護２ ５ ５ ４ ４ ４ ５ ５ ６ ５ ９ ９ ９ 70 

要介護３ ６ ５ ７ ６ ６ ６ ７ ７ ８ ７ ７ ６ 78 

要介護４ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ １ ２ 24 

要介護５ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ 23 

平 均 介 護 度 2.3 2.3 2.4 2.4 2.4 2.3 2.4 2.5 2.5 2.4 2.3 2.2 2.4 

 

【 健康診断 】 

８月４日実施 97 人受診 
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【 行事実施報告 】 

 行 事 ・ 外 出 活 動 他 

４月 居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・お花見弁当 

５月 居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・羽沢グリル（洋食） 

６月 
居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・小松茶房（お茶） 

お口の健康オーラルフレイル講座 

７月 居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・七夕コンサート・流しそうめん 

８月 居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・BBQ 

９月 
居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・敬老会・秋祭り 

高齢者の集い（かたくら亀の集い） 

10 月 
居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・ラーメン羽沢軒 

ケアプラザ講座参加者の送迎 

11 月 
居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・2階フロア企画担当（町中華） 

介護予防普及啓発講演会参加者の送迎 

12 月 
居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・クリスマスコンサート・餅つき 

クリスマス会・認知症カフェいろばた茶屋参加者の送迎 

１月 
居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・４階フロア企画担当（天ぷら） 

イオン天王町への買い物支援 

２月 居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・寿司処 中邑・いちご狩り 

３月 居酒屋・売店・ヤクルト販売・海鮮市場・パン販売・3階フロア企画担当（カフェ） 

 

【 ボランティア受入状況 】 

ボ ラ 団 体 ・ 内 容  数 活 動 実 績 

うさぎ（傾聴ボランティア） ６ 毎月１回 

BLEA 女子高等学校 20 毎月１回 

神奈川区ボランティアセンター（秋祭り手伝い） ３ 10 月５日 

保土ヶ谷高校（秋祭り手伝い） ３ 10 月５日 

田園調布学園大学（秋祭り手伝い） ２ 10 月５日 

城郷高校（秋祭り手伝い） ２ 10 月５日 

大原学園（秋祭り手伝い） ２ 10 月５日 
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保育室 太陽の家 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

園児一人ひとりの変化やニーズに迅速に対応できる環境を整えるため、日々の様子や

変化を個人記録に残し職員間で共有しました。また、園と家庭が一体となって子どもを

支える関係作りとして、年２回（希望者には３回）の面談を実施し相互理解を深めるこ

とができました。さらに個性や発達段階に応じた成長を支援するため、親子イベントの

開催や毎月のおたより発行を通して成長の様子や園の取り組みについて共有できまし

た。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

日々のミーティングで職員一人ひとりが成功体験や反省を共有し、定期的な面談を通

して目標や成長を振り返りながら達成感や自己肯定感を高めました。また、改善点や提

案を積極的に出し合える環境作りに努め、職員同士が支えあい意欲的に働ける職場環境

の充実を図ることができました。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

地域の子育て支援施設への定期的な訪問や地域イベントの企画・実施、さらに地域の

方々との連携やイベント参加を通して地域活性化に貢献しつつ、自園の認知度向上に努

めることができました。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

定員 12 名の 100％維持を実現しました。保育の質の向上のため、10 回を超える内外

の研修を受講したほか、日々の対話を通じて各保育士との信頼関係構築し、定着率向上

に取り組みました。 
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【 定員利用状況 】 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児以上 合計 

定  員 ２ ４ ６ ０ ０ 12 

利用状況 １ ５ ６ ０ ０ 12 

 

【 利用者の属性 】 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児以上 合計 

職  員 １ １ ２ ０ ０ ４ 

職員以外 ０ ４ ４ ０ ０ ８ 

 

【 行事実施報告 】 

 行 事 ・ 外 出 活 動 他 

４月 親子イベント 

５月 区役所訪問、かめっこ訪問 

６月 地域イベント、歯科検診、乳児検診、かめっこ訪問、保護者面談 

７月 親子イベント、巡回支援（横浜市） 

８月  

９月 横浜市立入調査、敬老の日、秋祭り、児童育成協会立入調査 

10 月 ハロウィンイベント、令和７年度願書締め切り、幼児救急法研修 

11 月 地域イベント、保育参加 

12 月 歯科検診、乳児検診、親子イベント、クリスマス会 

１月 保護者面談 

２月 令和 8年度入園説明会 

３月 親子イベント、キックオフ研修、令和 8年度新入園児契約、共同サービス利用契約 

 

【 事故件数 】 

種 別 件 数 

転 倒 11 

ひ っ か き １ 

ぶ つ か る 11 

脱 臼 ２ 

か み つ き ７ 

指 ・ 足 挟 む ５ 

転 落 ３ 

保 育 者 の 不 注 意 １ 

合 計 41 

 

【 苦情内容別割合 】 

苦情なし 
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太陽の家相模原清菊園 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 ・ 短 期（空 床） 】 

① なかよし食堂を年に４回開催し、合計 178 人のご家族にご参加いただきました。このほ

か秋祭りには 65 人、節目の年齢のお祝い対象ご入居者家族限定での敬老会への同席参

加は 20 人と多くの方々にご参加いただきました。 

② ＳＮＳは投稿する担当者１人に業務負荷が集中してしまい、下半期に発信頻度が落ちこ

みました。そのため打開策として、令和８年度は投稿可能な写真や動画の格納場所を決

めて、現場からの積極的な題材提供を促すとともに、発信担当者も複数人にして投稿手

法も変化させながら、コンスタントに投稿していきます。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期（空 床） 】 

① 人事評価制度改定により、職員個々が求められている役割と評価の基準、その評価が給

与に反映することをしっかり理解する必要がありました。そのため新たな人事評価制度

について、管理職から主任・ユニットリーダー・専門職へ伝達研修を実施しました。 

② 大規模修繕助成金を活用し、1 月後半から見守りセンサーaams を全床分と見守りカメ

ラ・インカムを導入しました。これらをしっかりとした活用をすることで、業務負担軽

減・生産性向上により、ご利用者への時間創設とケアの質の向上が期待でき、ひいては

職員の働く意欲向上に繋がるものと思っております。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期（空 床） 】 

① 地域の方も冒頭記載のなかよし食堂に 108 名、秋祭りに 29 名と多数来設いただき、認

知度の向上と憩いの場の提供ができました。令和 8年度は催し物毎にターゲットを変え

るなど、より広くより多くの方に太陽の家相模原清菊園を知っていただけるよう活動し

ていきます。 

② 地域貢献の一環として 1階地域交流スペースを開放しています。従来からの体操教室へ

の場の提供に加え、地域包括支援センターと連携したボッチャ開催も実現できました。

月 2回開催のうち 1回はご入居者も参加し地域住民との交流が図れているため、令和 8

年度も継続実施・継続参加とします。今後も、新たに地域の方を講師とした倶楽部活動

を追加し、ご入居者の楽しみを増やしていきます。 
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（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 ・ 短 期（空 床） 】 

① 課長１名・主任３名配置の新体制となり、有益な営業活動・居宅介護支援事業所や医療

機関との新たな関係性構築も実現できました。これにより待機者 10 名の確保に加え、

施設全体で空きベッドを埋める意識が共有され、空床利用のショートステイ稼働が伸び、

結果として稼働率目標 97％に対して実績は 98.2％と目標を大きく上回ることができま

した。 

② 精神科医師配置により精神科医師定期的療養指導加算と管理栄養士増員により栄養マ

ネジメント強化加算など新規加算の取得ができました。見守りセンサー・インカム整備

により 8年度は生産性向上推進体制加算の上位加算Ⅰを早々に、また他施設取得加算を

参考にほかの加算も確実に算定できるようにしていきます。 

③ 常勤の介護職員は、隣り合うユニットにも積極的に協力するという体制としたことで、

時間外手当を前年比 25％削減できました。年度終盤に導入した ICT 機器活用にて業務

の在り方を見直し、インカムによる記録の音声入力や情報共有のほか見守りセンサーに

よる適切な訪室などでさらなる業務効率化を推進していきます。 

 

【 特養 年齢別・介護度別利用状況一覧 】 

 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 構成比（年齢） 

６ ４ 歳 以 上 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％ 

６５歳～６９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％ 

７０歳～７４歳 ０ ０ １ ０ ０ １ １％ 

７５歳～７９歳 ０ ０ １ ２ ３ ６ ８％ 

８０歳～８４歳 ０ ０ ３ ６ ６ 15 20％ 

８５歳～８９歳 ０ ０ ４ ９ ８ 21 28％ 

９ ０ 歳 以 上 ０ ０ ７ 16 ９ 32 43％ 

合 計 ０ ０ 16 33 26 75 100％ 

構成比（介護度） ０％ ０％ 21％ 44％ 35％ 100％  

 

【 空床短期 介護度別利用状況一覧 】 

 支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 

延 べ 人 数 ０ ０ 28 229 187 221 139 804 

構成比（介護度） ０％ ０％ ３％ 28％ 23％ 27％ 17％ 100％ 

 

【 健康診断 】 

８月７日実施 73 人受診 
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【 行事実施報告 】 

 行 事 ・ 外 出 活 動 他 

４月 桜鑑賞外出レク・施設見学会 

５月 麻溝公園散策・炊きこみご飯作りレク 

６月 なかよし食堂・風船バレー・パンナコッタ作りレク 

７月 スイカ割り大会・あんみつ作りレク・さつまいも茶巾作りレク 

８月 カラオケ喫茶・かき氷レク・レアチーズケーキ作りレク 

９月 地域交流 RUN 伴さがみはら・たい焼きパーティー・敬老会・リース製作 

10 月 秋祭り・写経レク 

11 月 なかよし食堂 

12 月 安納芋の焼き芋・クリスマス会・クリスマス飾り作り 

１月 なかよし食堂・清菊神社初詣・獅子舞 

２月 ラーメン屋台「麵処 清家」・バレンタインチョコ作りレク 

３月 なかよし食堂・ミルクプリン作りレク 

 

【 ボランティア受入状況 】 

ボ ラ 団 体 ・ 内 容  数 活 動 実 績 

平澤 泰作 様 １ 尺八演奏 

なごみ 11 チョークアート：毎月第 4木曜日 14:00-15:00 

笠原 蒼花 様 ２ デザイン書道：毎月第 2水曜日 14:00-15:00 

上鶴間ボッチャの会 １ ボッチャ：毎月第 3水曜日 13:30-15:30 

相模原市派遣事業 介護相談員 12 傾聴：月 1回 

なかよし食堂手伝い有志 ４ なかよし食堂手伝い（調理・売り子） 

相模女子大学 3年生 １ 傾聴・見守り 

職員子ども(小学生) １ 傾聴・見守り 

職員子ども(中学生) １ 秋祭りの売り子 

相模向陽館高等学校 ２ 秋祭りの売り子 
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太陽の家横濱左近山 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

【 特 養 ・ 短 期（空 床）・ 看 多 機 】 

個々の生活歴や価値観を尊重し、一人ひとりに寄り添ったケアを実践しまし

た。日々のコミュニケーションを大切にし、心身の変化に迅速に対応することで

安心感が提供できました。また、介護記録ソフトの中のメール機能を活用しての

ご家族への丁寧な情報共有も行い、信頼関係の構築に努め、施設全体で温もりあ

る環境づくりを推進しました。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

【 特 養 ・ 短 期（空 床）・ 看 多 機 】 

新規開設施設という特徴を生かし、役割の明確化と、自ら考え行動できる組織

づくりに取り組みました。職員同士の連携強化と風通しの良い職場環境の整備

により、働きがいと定着率の向上を図りました。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

【 特 養 ・ 短 期（空 床）・ 看 多 機 】 

地域との連携を強化し、関係機関や近隣住民との信頼関係構築に努めました。

見学や相談の受け入れを積極的に行い、地域ニーズに応じて柔軟にサービスを

提供しました。地域イベントへの参加や施設のホール貸出を通じて、開かれた施

設運営を行い、安心して頼られる存在となることを目指しました。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

【 特 養 ・ 短 期（空 床）・ 看 多 機 】 

職員の確保に苦戦しました。そんな中でも人員基準上、受け入れ上限までの利

用者を確保しました。また、少ない職員での対応が必要なことから、おのずと業

務の効率化が推進でき、併せてコスト意識が全職員に浸透しました。 
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【 特養 年齢別・介護度別利用状況一覧 】 

 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 構成比（年齢） 

６ ４ 歳 以 上 ０ ０ １ ０ ０ １ １％ 

６５歳～６９歳 ０ ０ ０ ０ ２ ２ ３％ 

７０歳～７４歳 ０ ０ １ １ ０ ２ ３％ 

７５歳～７９歳 ０ ０ ３ ２ １ ６ ８％ 

８０歳～８４歳 ０ ０ ３ ８ ３ 14 19％ 

８５歳～８９歳 ０ ０ ８ ８ ３ 19 26％ 

９ ０ 歳 以 上 ０ ０ 15 ８ ５ 28 39％ 

合 計 ０ ０ 31 27 14 72 100％ 

構成比（介護度） ０％ ０％ 43％ 38％ 19％ 100％  

 

【 空床短期 介護度別利用状況一覧 】 

 支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 合計 

延 べ 人 数 ０ ０ １ ０ １ ２ １ ５ 

構成比（介護度） ０％ ０％ 20％ ０％ 20％ 40％ 20％ 100％ 

 

【 行事実施報告 】 

 行 事 ・ 外 出 活 動 他 

12 月 クリスマス会 

１月 新年会、お誕生日会、温泉の日イベント 

２月 天ぷらイベント、バレンタイン、温泉の日イベント 

３月 餃子イベント、ひな祭りカフェ、温泉の日イベント、お誕生日会 

 

【 ボランティア受入状況 】 

ボ ラ 団 体 ・ 内 容  数 活 動 実 績 

ハウラ・ミヤハラ（フラダンス） １ ３月 16 日 
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① 看多機つむぎ 

【 平均介護度（令和７年度末時点） 】 

看多機つむぎ 

３.５ 

 

【 月別入所人数 】 

 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

登録者 ２ ５ ４ ４ 15 

開始者 ４ １ ０ ３ ８ 

終了者 ０ １ ０ １ ２ 

 

【 利用状況 】 

  12月 １月 ２月 ３月 合計 

ケ
ア
種
別 

通い 67 129 87 47 330 

宿泊 29 82 48 111 270 

訪問 １ ２ ３ ４ 10 

要介護２ １ １ １ １ ４ 

要介護３ ０ １ １ １ ３ 

要介護４ ０ ２ ２ ４ ８ 

要介護５ １ １ ０ ０ ２ 

性
別 

男（％） 50 20 25 25 30 

女（％） 50 80 75 75 70 

 

【 事故件数 】 

種 別 件 数 

転 倒 ・ 転 落 １ 

皮 下 出 血 ３ 

誤薬・服薬漏れ・落下薬 １ 

合 計 ５ 

 

【 苦情の状況 】 

 件 数 

そ の 他 １ 

 

 



- 31 - 

 

（７）．特養 事業所別比較データ ※左近山のみ 12 月からの集計 

① 平均介護度 

太陽の家 二 番 館 座 間 羽 沢 清 菊 園 左 近 山 

３.８ ３.９ ４.０ ４.３ ４．１ ３.７ 

 

② 平均稼働率（％） 

太陽の家 二 番 館 座 間 羽 沢 清 菊 園 左 近 山 

97.4 97.7 96.1 99.2 97.4 58.9 

 

③ 月別入所人数（人） 

拠点 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

太陽の家 ３ ８ ２ ３ ０ ５ ３ ０ ８ ３ ３ １ 39 

二 番 館 ７ ４ ３ ２ ３ ０ ０ ２ ２ ０ ４ １ 28 

座 間 １ ２ ３ ３ ４ ４ ２ ２ ６ ２ １ ５ 34 

羽 沢 ２ ３ ５ ３ ６ ５ １ ２ ２ １ ４ ３ 36 

清 菊 園 ３ ２ ２ ４ ２ ３ ３ ２ ４ ５ ５ ４ 39 

左 近 山  57 ９ ４ ４ 74 

 

④ 月別退所人数（人） 

拠点 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

太陽の家 ３ ３ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ６ ３ １ １ 33 

二 番 館 ４ ５ ３ １ ３ ０ ０ ３ １ １ ３ １ 25 

座 間 １ ２ ３ ３ ４ ４ ２ ２ ６ ２ １ ５ 35 

羽 沢 １ ５ ４ ３ ７ ３ ２ ０ ２ ３ ２ ３ 35 

清 菊 園 ２ １ ２ ６ ３ １ ３ ３ ４ ６ ５ ３ 38 

左 近 山  １ ０ １ ３ ５ 

 

⑤ 入所経路 

 太陽の家 二 番 館 座  間 羽  沢 清 菊 園 左 近 山 

居  宅 16 ７ 26 21 16 22 

介 護 老 人 保 健 施 設 ７ ５ ４ ４ ３ 19 

介  護  保  険  施  設 ０ ０ １ ０ ２ ６ 

認知症グループホーム １ ０ ０ １ ３ ６ 

医  療  機  関  等 12 10 ２ ６ 14 14 

特  定  施  設 ２ ６ １ ４ １ ５ 

合 計 38 28 34 36 39 72 
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⑥ 退所経路 

 太陽の家 二 番 館 座  間 羽  沢 清 菊 園 左 近 山  

死  亡 28 20 19 29 14 ５ 

介 護 老 人 保 健 施 設 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

居  宅 ０ ２ １ ０ ３ ０ 

医  療  機  関  等 ５ １ 14 ０ 12 ０ 

老  人  福  祉  施  設 ０ ０ １ １ １ ０ 

療  養  型  医  療 ０ ２ ０ ５ ８ ０ 

合 計 33 25 35 35 38 ５ 

 

⑦ 往診受診人数（延べ数） 

 太陽の家 二 番 館 座  間 羽  沢 清 菊 園 左 近 山  

内  科 2321 1203 1724 1324 1039 276 

精 神 科 277 249 452 336 317 43 

皮 膚 科 364 202 ０ 555 ０ ０ 

歯  科 2367 1766 1554 1670 2566 288 

 

⑧ 事故の件数 

 太陽の家 二 番 館 座  間 羽  沢 清 菊 園 左 近 山 

転  倒  ・  転  落 95 93 181 117 74 33 

異 食・盗 食・誤 飲 ８ ０ ９ ３ ４ ５ 

皮  下  出  血 19 60 181 41 42 ２ 

表  皮  剥  離 14 37 37 17 11 ４ 

作  業  ミ  ス １ １ ４ ０ ０ ２ 

暴  力  行  為 ０ ０ １ ０ ０ １ 

誤薬・服薬漏れ・落下薬 ４ ９ 51 43 13 ３ 

骨 折（原因不明含む） ９ １ ２ ６ ０ １ 

そ  の  他 ３ 25 103 44 ０ 74 

合 計 153 226 569 271 154 125 

 
⑨ 苦情の状況 

 太陽の家 二 番 館 座  間 羽  沢 清 菊 園 左 近 山  

職  員  の  接  遇 １ ３ １ ２ ０ ０ 

サ ー ビ ス の 質・量 １ ０ ６ ２ １ ０ 

利  用  料 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

説  明 ・ 対  応 １ １ ３ ０ ０ ０ 

被  害 ・ 損  害 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

人  員  配  置 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

そ  の  他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合 計 ３ ４ 10 ４ １ ０ 
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（８）．短期 事業所別比較データ 

① 平均介護度 

太陽の家 二 番 館 座 間 羽 沢 清 菊 園 左 近 山 

３.２ ２.５ ３.５ ３.３ ３.１ ３ 

 

② 平均稼働率（％） ※清菊園・左近山は空床利用型のため稼働率の算定なし 

太陽の家 二 番 館 座 間 羽 沢 

93.7 105.5 101 127 

 

③ 事故の件数 

 太陽の家 二 番 館 座  間 羽  沢 清 菊 園 左 近 山 

転  倒  ・  転  落 27 ４ ０ 11 ６ １ 

異 食・盗 食・誤 飲 ０ ０ ０ １ ２ ０ 

皮  下  出  血 15 ５ ０ ３ ０ ０ 

表  皮  剥  離 ４ ３ ０ １ １ ０ 

作  業  ミ  ス ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

暴  力  行  為 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

誤薬・服薬漏れ・落下薬 ２ ０ ０ 11 ０ ０ 

骨 折（原因不明含む） ０ １ ０ ０ ０ ０ 

そ  の  他 ２ ０ ０ ６ ２ ０ 

合 計 50 13 ０ 33 11 １ 

※座間は「特養 事業所別比較データ」を参照 

 

④ 苦情の状況 

 太陽の家 二 番 館 座 間 羽 沢 清 菊 園 左 近 山 

職  員  の  接  遇 ２ ０ ２ １ ０ ０ 

サ ー ビ ス の 質・量 ０ ０ ３ １ ０ ０ 

利  用  料 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

説  明 ・ 対  応 ０ ０ ２ ０ ０ ０ 

被  害 ・ 損  害 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

人  員  配  置 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

そ  の  他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合 計 ２ ０ ７ ２ ０ ０  
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在宅グループ 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

苦情については、前年度が８件だったところ今年度は９件と増加してしまいましたが、

各事業ともに利用者満足度調査では 80％を超える結果でしたので、私たちのサービス

には一定の評価をいただけているものと捉えています。今後も接遇・マナー向上に力を

注いでまいります。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

成長が感じられる職場環境の構築を目指してまいりましたが、職員それぞれに個人差

があり、道半ばという状況です。一方で、毎朝のミーティングで欠かさずにルールの徹

底を働きかけたことから、ルール遵守の姿勢は根付いたと捉えています。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

運営会議やイベント等への参加など各事業所が立地している地域との交流の機会の

創出に努めました。単なる交流に留まることなく、法人として有している専門性を活か

した相談会を開催したり、他法人と連携しての事例研究会等の開催など、地域福祉の増

進に貢献しました。今後も、気軽に事業所に足を運んでいただける取組みを行っていき

ます。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

困難ケースを積極的に受け入れていることで関係機関からの信頼が得られ、新規利用

者の獲得に繋がっています。今後も定期的な営業活動、質の高いサービスの提供を両輪

に、経営目標の達成を図ります。 
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① 居宅介護支援事業（太陽の家 居宅介護支援センター） 

【 利用者状況 】 

件 数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

要介護者 192 190 192 191 204 204 196 198 209 211 213 208 2408 

要支援者 129 127 124 125 124 123 123 118 119 116 113 116 1457 

認定調査 ９ ９ 12 ５ ５ ８ ９ 14 ３ ４ ９ 11 98 

 

【 苦情の状況 】 

苦情なし 

 

② 地域包括支援事業（浦賀地域包括支援センター） 

【 新規相談件数 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計 

件 数 70 58 43 55 71 63 62 58 49 68 59 67 723 

 

【 給付管理件数（自社） 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計 

自 社 271 268 267 266 261 266 268 272 281 281 274 255 3230 

 

【 給付管理件数（委託） 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計 

委 託 227 227 222 226 223 223 227 221 229 223 222 250 2720 

 

【 苦情の状況 】 

 件 数 

職 員 の 接 遇 ２ 

 

【 説明会・講座・教室 等（地域に向けて） 】 

開 催 月 場 所 ・ 町 内 名 内 容 参加人数 

４月 
二葉アルカディアサロン 介護予防教室 15 

浦賀地区民生委員ＯＢ会 講話  

５月 

ゆるねこカフェ 介護予防教室 18 

さざんか 介護予防教室 18 

小原台いきいきサロン 介護予防教室 23 

６月 

臨海さくら会 介護予防教室 26 

老人会若葉会 介護予防教室 32 

高坂花水会 介護予防教室 12 

サロン浦上台 介護予防教室 28 
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７月 

アイビーヒルズサロン 介護予防教室 24 

浦賀丘住宅地自治会婦人部 介護予防教室 16 

臨海長寿会 介護予防教室 31 

ふれあいいきいき高坂 介護予防教室 21 

荒巻ほっこりクラブ 介護予防教室 19 

濱町いきいきサロン 介護予防教室 10 

８月 

鴨居コミュニティセンター 地域の底力アップ教室 21 

鴨居コミュニティセンター 地域の底力アップ教室 22 

鴨居臨海自治会 民生委員・推進委員と勉強会  

９月 
木曜ひまわり会 介護予防教室 20 

地区社協高齢者福祉部会 地域の底力アップ教室 29 

10 月 

二葉ふれあいサロン 介護予防教室 29 

海辺サロン 介護予防教室 ７ 

脇方ふれあいサロン 介護予防教室 15 

湘南山手いきいきサロン 介護予防教室 11 

11 月 
福寿会 介護予防教室 12 

鴨居コミュニティセンター 認知症サポーター養成講座 38 

１月 
観音崎いきいきサロン 介護予防教室 23 

南浦賀自治会 介護予防教室 22 

２月 湘南山手いきいきサロン 講話  

３月 フローラルサロン 介護予防教室 ９ 

 

【 地域ケア会議・ネットワーク会議（対専門職等、参加も含む） 】 

開 催 月 場 所 ・ 町 内 名 内 容 

４月 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

太陽の家浦賀付属歯科診療所 地域ケア個別会議 

浦賀レンガドッグ周辺 咸臨丸フェスティバル 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会理事会 

５月 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

よこすか浦賀病院 浦賀久里浜大津浦賀病院連携会議 

Ｚｏｏｍ 成年後見情報交換会 

Ｚｏｏｍ 虐待対応会議 

ウェルシティ 総合事業ワーキング 

太陽の家浦賀 地域ケア個別会議 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会理事会 

６月 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

かもめ倶楽部 運営推進会議 

浦賀コミュニティセンター 鴨居地区民生委員児童委員協議会 

横須賀市役所 情報交換会 

鴨居中学校 ＭＴＴ 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会理事会 

浦賀コミュニティセンター 地域ケア個別会議 

横須賀市役所 ゆめ会議 
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７月 

ウェルシティ 総合事業ワーキング 

セカンドアルバムさいかの家 運営推進会議 

GH かもいの家 運営推進会議 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

Ｚｏｏｍ 虐待対応会議 

浦賀コミュニティセンター 支え合い協議会 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会 高齢者福祉部会 

かもめ倶楽部 運営推進会議 

浦賀コミュニティセンター ボランティアセンター定例会 

８月 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

消費生活センター 情報交換 

よこすか浦賀病院 浦賀久里浜大津浦賀病院連携会議 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会理事会 

９月 

浦賀コミュニティセンター 地域ケア個別会議 

横須賀市役所 情報交換会 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

よこすか浦賀病院 浦賀久里浜大津浦賀病院連携会議 

太陽の家浦賀看護小規模 運営推進会議 

浦賀コミュニティセンター 支え合い協議会 

10 月 

浦賀コミュニティセンター 包括的ケア会議 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会理事会 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会 高齢者福祉部会 

浦賀コミュニティセンター 推進委員全体会 

ウェルシティ 総合事業ワーキング 

太陽の家浦賀定期巡回 運営推進会議 

11 月 

本人宅 地域ケア個別会議 

浦賀コミュニティセンター 包括的ケア会議 

浦賀コミュニティセンター 支え合い協議会 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

太陽の家浦賀看護小規模 運営推進会議 

Ｚｏｏｍ 大津包括共催困難事例研究会 

かもめ倶楽部 運営推進会議 

総合福祉会館 市民後見人講座講師 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会理事会 

12 月 

横須賀市役所 情報交換会 

よこすか浦賀病院 浦賀久里浜大津浦賀病院連携会議 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会理事会 

ウェルシティ 総合事業ワーキング 

Ｚｏｏｍ 虐待対応会議 

１月 

横須賀市役所 地域ケア個別会議 

Ｚｏｏｍ 虐待対応会議 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会理事会 

横須賀市役所 ゆめ会議 

太陽の家浦賀看護小規模 運営推進会議 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 
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２月 

鴨居・浦賀地域 東ブロックフィールドワーク 

かもめ倶楽部 運営推進会議 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区民生委員児童委員協議会 

浦賀コミュニティセンター 鴨居地区民生委員児童委員協議会 

浦賀コミュニティセンター 浦賀地区社会福祉協議会理事会 

３月 

太陽の家浦賀看護小規模 運営推進会議 

かもめ倶楽部 運営推進会議 

ローズホール 運営推進会議 

ＧＨ 吉井の郷 運営推進会議 

久里浜医療センター にこっとチーム会議 

消費生活センター 情報交換 

よこすか浦賀病院 浦賀久里浜大津浦賀病院連携会議 

Ｚｏｏｍ 成年後見情報交換会 

脇方町内会館 地域ケア個別会議 

 

③ 看護小規模多機能事業（太陽の家浦賀 看護小規模多機能型居宅介護） 

【 平均介護度（令和７年度末時点） 】 

看護小規模多機能 

３.０ 

 

【 月別入所人数 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 
登録者 12 11 14 16 16 17 18 18 16 16 11 15 180 
開始者 ３ ４ ４ ４ ２ ４ ３ ２ ２ １ ７ １ 37 
終了者 ４ １ ２ ４ １ ３ ３ ４ ３ ６ ３ ０ 34 

 

【 利用状況 】 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

ケ
ア
種
別 

通い 83 111 194 186 95 257 229 187 209 155 166 190 2062 

宿泊 7 22 87 66 99 137 110 91 110 67 84 95 975 

訪問 192 219 271 279 229 305 275 220 225 191 193 219 2818 

要介護１ ２ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ２ ２ ０ １ １ 25 

要介護２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ 30 

要介護３ １ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ２ ３ ３ 40 

要介護４ ４ ４ ５ ５ ５ ６ ６ ５ ５ ３ ４ ５ 57 

要介護５ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ３ ４ ４ 33 

性
別 

男（％） 45 50 50 44 47 44 44 44 44 36 40 38 43.8 

女（％） 55 50 50 56 53 56 56 56 56 64 60 63 56.3 
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【 事故件数 】 

種 別 件 数 

誤薬・服薬漏れ・落下薬 ２ 

 

【 苦情の状況 】 

 件 数 

職 員 の 接 遇 ３ 

サ ー ビ ス の 質 ・ 量 １ 

説 明 ・ 対 応 １ 

合 計 ５ 

 

④ 訪問介護事業（太陽の家浦賀ケアステーション） 

【 定期巡回・随時対応型訪問介護看護契約状況 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計 
契約者数 25 23 23 23 23 21 24 23 25 24 22 27 283 

 

【 訪問介護契約状況・訪問回数 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計 
契約者数 13 13 12 11 11 13 14 14 14 16 16 14 161 
訪問回数 173 169 213 209 211 199 139 111 143 117 140 125 1949 

 

【 事故件数 ・ 苦情の状況 】 

事故・苦情ともになし 

 

⑤ 無料・低額宿泊事業（太陽の家浦賀 無料・低額宿泊施設） 

【 月別入退所状況 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

入 所 １ １ １ １ ０ １ １ ０ ２ １ ０ ０ ９ 

退 所 ２ ２ ０ ０ ０ ０ １ １ ２ ０ ０ ０ ８ 

 

【 入所・退所経路 】 

入 所 件 数  退 所 件 数 

居 宅 ３  死 亡 ３ 

医 療 機 関 ３  医 療 機 関 ０ 

有 料 老 人 ホ ーム ０  有 料 老 人 ホ ーム ３ 

老 人 福 祉 施 設 ０  老 人 福 祉 施 設 １ 

そ  の  他 ３  そ  の  他 １ 

合 計 ９  合 計 ８ 

 

【 事故件数 ・ 苦情の状況 】 

事故・苦情ともになし 
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⑥ 小規模多機能事業（安浦倶楽部、逸見倶楽部、かもめ倶楽部） 

【 小規模 平均介護度 】 

安浦倶楽部 逸見倶楽部 かもめ倶楽部 

２.１ ２.０ ２.３ 
 

【 小規模 月別利用人数 】 

 安 浦 倶 楽 部 逸 見 倶 楽 部 か も め 倶 楽 部 

 登録 開始 終了 登録 開始 終了 登録 開始 終了 

４月 10 １ ２ ９ ０ ０ 23 ０ ２ 

５月 10 ０ ０ ９ ０ ０ 21 ３ ３ 

６月 10 １ ０ ９ １ ０ 21 ０ ０ 

７月 11 ２ ０ 10 １ ０ 21 ４ ２ 

８月 12 １ ０ 11 １ ０ 23 ０ １ 

９月 15 ３ １ 13 １ ０ 24 ２ ０ 

10 月 15 １ ０ 11 ０ １ 24 ０ ０ 

11 月 15 ２ ０ 11 １ １ 24 ０ ０ 

12 月 16 ２ ２ 12 ０ ２ 24 ０ １ 

１月 18 １ ２ 10 ２ ０ 23 ０ ０ 

２月 14 １ １ 11 １ ０ 23 １ ３ 

３月 13 ２ ０ 12 １ ０ 22 １ ３ 

合 計 159 17 ８ 128 ９ ４ 273 11 15 
 

【 事故の件数 】 

 安浦倶楽部 逸見倶楽部 かもめ倶楽部 

転 倒 ・ 転 落 １ １ ４ 

異 食 ・ 盗 食 ・ 誤 飲 ０ ０ １ 

皮 下 出 血 ０ ０ １ 

表 皮 剥 離 ０ ０ ０ 

作 業 ミ ス ０ ０ １ 

暴 力 行 為 ０ ０ ０ 

誤薬・服薬漏れ・落下 ２ ０ ３ 

骨折（原因不明含） ０ ０ ０ 

そ の 他 １ ０ 10 

合 計 ４ １ 20 

 

【 苦情の状況 】 

 安浦倶楽部 逸見倶楽部 かもめ倶楽部 

職 員 の 接 遇 ０ １ ０ 

サービスの質・量 ０ ０ ０ 

利 用 料 ０ ０ ０ 

説 明 ・ 対 応 ０ １ ０ 

被 害 ・ 損 害 ０ ０ ０ 

人 員 配 置 ０ ０ ０ 

そ の 他 ０ ０ ０ 

合 計 ０ ２ ０ 
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【 安浦倶楽部 利用状況 】     ※介護報酬請求ソフト変更により一部集計不能データあり 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

ケ
ア
種
別 

通い － － － － 23 134 128 121 104 102 97 129 838 

宿泊 － － － － ２ 19 19 18 13 15 17 34 137 

訪問 － － － － 39 224 240 230 212 250 199 192 1586 

要支援２ ０ ０ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 17 

要介護１ ７ ７ ６ ７ ７ ７ ７ ６ ７ ６ ５ ６ 78 

要介護２ ２ １ １ １ １ ３ ３ ３ ４ ３ ３ ２ 27 

要介護３ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ４ ３ ３ 33 

要介護４ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ３ ４ ５ ３ ４ 21 

要介護５ ２ １ １ ２ ２ ２ ２ ２ １ １ １ ０ 17 

性
別 

男（％） － － － － 30 26 25 23 25 23 14 20 23.3 

女（％） － － － － 70 74 75 77 75 77 86 80 76.8 
 

【 逸見倶楽部 利用状況 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

ケ
ア
種
別 

通い 87 90 86 112 131 125 127 117 124 138 121 134 1392 

宿泊 10 15 11 13 13 12 15 10 12 15 12 20 158 

訪問 66 79 70 94 86 68 75 67 77 94 84 100 960 

介
護
度
別
延
べ
人
数 

要支援１ ０ ０ ０ ０ ５ ４ ７ ４ １ ５ ４ ７ 37 

要支援２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ 16 18 42 

要介護１ 44 50 48 66 74 53 36 37 36 57 46 34 581 

要介護２ 84 93 85 101 104 32 30 29 30 36 29 16 669 

要介護３ ４ ８ ６ ４ ６ ５ ５ 17 18 27 17 46 163 

要介護４ 26 33 28 48 41 35 26 34 38 41 34 22 406 

要介護５ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

性
別 

男（％） 48 49 48 49 48 50 58 51 51 45 44 39 48.3 

女（％） 52 51 52 51 52 50 42 49 49 55 56 61 51.7 
 

【 かもめ倶楽部 利用状況】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

ケ
ア
種
別 

通い 168 165 145 158 174 177 200 186 197 170 170 157 2067 

宿泊 34 28 21 18 18 28 33 30 31 32 30 23 326 

訪問 278 314 372 402 460 432 458 439 437 362 351 333 4638 

要介護１ 57 44 43 54 50 51 58 53 47 38 47 50 592 

要介護２ 91 89 72 83 88 98 107 102 125 125 97 63 1140 

要介護３ 40 32 16 16 42 17 11 18 １ ２ 14 ０ 209 

要介護４ 52 67 112 101 126 131 135 128 128 96 91 72 1239 

要介護５ 30 44 45 37 49 47 50 46 49 47 47 43 534 

性
別 

男（％） 35 35 29 32 30 33 33 33 33 30 33 27 31.9 

女（％） 65 65 71 68 70 67 67 67 67 70 67 73 68.1 
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⑦ 認知症対応型共同生活介護事業（太陽の家公郷） 

【 平均介護度（令和７年度末時点） 】 

太 陽 の 家 公 郷 

２.３ 

 

【 月別入所人数 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 
入 所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ３ 
退 所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ３ 

 

【 入所・退所経路 】 

入 所 件 数  退 所 件 数 

居 宅 ３  死 亡 １ 

医 療 機 関 ０  医 療 機 関 ０ 

有 料 老 人 ホ ーム ０  有 料 老 人 ホ ーム ０ 

老 人 福 祉 施 設 ０  老 人 福 祉 施 設 ０ 

そ  の  他 ０  そ  の  他 ２ 

合 計 ３  合 計 ３ 

 

【 事故件数 】 

種 別 件 数 

転 倒 ・ 転 落 １ 

骨折（原因不明含む） ２ 

合 計 ３ 

 

【 苦情の状況 】 

苦情なし 
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 ⑧ 障害福祉サービス事業（太陽の家マリオ） 

【 月別入所状況 】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

入 所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

退 所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

【 入所経路 】 

入 所 件 数  退 所 件 数 

居 宅 ０  死 亡 ０ 

医 療 機 関 ０  老 人 福 祉 施 設 ０ 

有 料 老 人 ホ ーム ０  医 療 機 関 ０ 

老 人 福 祉 施 設 ０  居 宅 ０ 

そ  の  他 ０  特 養 ０ 

合 計 ０  合 計 ０ 

 

【 事故件数 ・ 苦情の状況 】 

事故・苦情ともになし 
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太陽の家附属歯科診療所 (歯科事業部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

「安心・温もり・満足」の提供を掲げ、訪問診療を中心に質の高いサービス提供に努

めました。歯科医師・スタッフの接遇は概ね良好であり、長年の症例経験に基づく介護

知識の活用により、利用者様およびご家族からの信頼を構築できたと考えております。

具体的な取組みとして、患者満足度の向上について丁寧なカウンセリングと説明を徹底

し、納得感のある診療体制を維持しました。さらなる口腔機能向上を図るための専門的

な研鑽は、まだ途上の段階ですので、今後の重点施策としていきます。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

スタッフ間のコミュニケーション向上に注力した結果、組織内の信頼関係は強固なも

のとなり、円滑な連携体制が構築されました。専門性向上に向けた外部研修への参加に

ついては、業務調整が難航し計画通りには進みませんでした。次年度は、シフト管理な

どをしっかりと行うことで、職員の学習意欲に応えることができる職場環境の構築を実

現します。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

地域定着型の歯科医院を目指し、居宅訪問診療の拡大と地域コミュニティへの接点構

築に注力し、在宅医療における信頼獲得は着実に進みました。相談窓口機能や口腔ケア

の重要性の啓発活動については、緒についたところです。今後は、これらの取組みを充

実させることで、更なる診療ニーズの掘り起こしに繋げていきます。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

以上の取組みを着実に進めた結果、患者数は前年比４％の増、訪問診療件数は前年度比

39.2％の増を実現しました。 
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歯科診療所優会 (歯科事業部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

本年度は「安心・温もり・満足」の提供を最優先事項とし、良質なチーム医療の基盤

となる「個人の資質向上」に注力いたしました。各職員が嚥下や口腔機能、診療報酬改

定といった専門知識の習得に励んだ結果、提供する医療の質は着実に向上し、当初の目

標を概ね達成することができました。具体的には、①摂食嚥下に関する勉強会、②口腔

機能管理に関する勉強会、③令和 8 年度 診療報酬改定に向けた勉強会、④日本デンタ

ルショーへ参加などに取り組んでまいりました。一方で、個人の研鑽に重きを置いた結

果、職員間での知識・技術レベルに習熟度の差（個人差）が生じるという新たな課題も

浮き彫りとなりました。次年度は、この個人の力を「組織の力」へと昇華させるべく、

標準化とナレッジ共有の仕組みづくりを強化してまいります。 
 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

職員一人ひとりが自身の役割を認識し、主体的に業務に取り組める環境づくりに注力

いたしました。職種間および個人間の業務分担を再整理し、責任の所在を明確にしたこ

とで、各職員が着実に業務を遂行し、達成感を得られる土壌が整いつつあります。特に、

業務の偏りを解消し、組織的な情報共有を定例化したことは、職場全体の連帯感向上に

大きく寄与しました。具体的な取り組みとして、①職種・個人毎の役割分担の明確化と

責任感の醸成：各職種の専門性を最大限に活かすため、役割の境界線を明確に定義しま

した、②情報共有の徹底による連帯感の強化：多職種が連携する訪問歯科診療において、

情報の質とスピードを担保する仕組みを構築しました。 
 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

地域住民の皆様や提携施設との接点を積極的に創出した結果、当院の認知度向上と信

頼関係の構築において大きな成果を上げることができました。具体的には、①太陽の家

横濱羽沢の秋祭りにて歯科相談ブースを出展、②保育室を利用する園児に対し、年 2回

の歯科検診を実施、③提携先の外部特別養護老人ホームにて、年 2回の職員向け勉強会

を開催、④外部からの講演依頼に対し、計 6回演者として登壇、⑤歯と健康に関する情

報誌を年 4回（季刊）発行など多角的な活動を通じ、地域における「お口の健康の相談

窓口」としての地位を確立しつつあります。また、当初の計画を上回る頻度で啓発活動

を実施でき、地域社会への貢献を具現化することができました。 
 

（４） 経営目標を達成するために 

① 歯科訪問診療：徹底した地域連携と診療体制の効率化により、年間を通じて計 8回、月

間診療報酬 37 万点以上を達成いたしました。 

② 外来診療：既存患者様の継続管理に注力した結果、年間 11 回、月間 10万点以上の目標

数値を安定して維持・達成できました。 

③ 新規患者数：地域に向けた積極的なリアル広報活動・ネット広報活動と紹介ルートの強

化により、月平均 17 件の新規受け入れを実現いたしました。 
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和田の里歯科診療所 (歯科事業部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

患者様には各種検査データ等を提示して病状を明確に確認していただき、8020 推進財団

等のパンフレットを用いて丁寧に説明しました。すべての患者様の同意を得てから治療にあ

たり、「安全」は勿論のこと、患者様の「安心」を具現化しました。新患患者様数は月平均

４名ほどと少ないものの、リコール患者数および半年を超える長期管理加算の患者様数は外

来総件数の約４割にあたり、地域歯科医療での「歯科疾患重症化予防に資する長期にわたっ

た継続的な口腔管理」に寄与してきたものと捉えることができます。これらの結果より評価

しますと、個々の患者様の QOL を考慮しながら治療や保健指導にあたり、「温もり」と「満

足」を実現できたものと考えております。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

歯科医師１名は関連講習会や専門学会に参加し、働き甲斐の意識向上に努めました。

しかしながら、歯科衛生士・歯科助手（受付）は関連講習会・研修会の参加が実現でき

ませんでした。そこで、歯科医師受講・参加等の資料について共有することを図りまし

た。また、歯科事業運営会議で得られた資料を基に、随時スタッフに経営状況を口頭に

て説明しました。なお、雇用定着率 100％にて業績向上を図ったところ、訪問診療にお

いて初めての介護保険請求、居宅延べ 21 件、ならびに他の社会福祉法人特別養護老人

ホームにて延べ 106 件の訪問歯科診療保険請求を担いました。 
 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

冒頭で示しましたリコール患者様数および長期管理加算患者様数の外来総件数約４

割から鑑みるに、地域歯科医療での「歯科疾患重症化予防に資する長期にわたった継続

的な口腔管理」が示す「かかりつけ歯科医」として寄与したものと考えます。なお、日

常生活圏域内に留まらず、県外の紹介患者様が来院しました（東京都・静岡県）。 

また、２施設（グループホーム・特別養護老人ホーム：施設引継ぎ）にて、さらに居宅

（来院患者様のご家族）にて訪問歯科診療を開始しました。当所開設以来、順調に増患

対策を実施した訪問歯科診療であります。これらは、当所が地域に認識されつつあるこ

とによって紹介患者様の受入れなどがあり、地域に根差し始めた歯科診療体系に因るも

のと考えます。 
 

（４） 経営目標を達成するために 

外来診療報酬の年間総点数は 121.5 万点と目標点数には至りませんでした。なお、令

和７年度の外来１件当たりの診療報酬点数は 1,582 点（範囲：1,223～1,783 点）と当所

は高く、診療報酬適正化に起因する指導対象に当たらないことを留意する必要がありま

す。自費診療分は 156.7 万円でした。昨年度はほとんどなかった訪問歯科診療収入が、

居宅・施設合計で 127 件 18.6 万点となりました。 
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東林間ライフケアデンタルクリニック (歯科事業部) 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

新規開院にあたり、当院では「安心・温もり・満足」の具現化を最優先事項に掲げま

した。全患者様が初診となる中、一人ひとりに寄り添う信頼関係の構築と、組織基盤の

確立に注力してまいりました。具体的な取り組みとして、①安全管理の徹底： チーム

結成直後の体制を鑑み、職員間および施設担当者との情報共有を密に行い、医療事故防

止に向けた確認作業を徹底しました。②患者様への心理的ケア： 初診時の不安を払拭

するため、丁寧な声掛けと安心感を与える接遇を実践しました。③対話重視の診療： 主

訴に対する精密な診療に加え、分かりやすい説明と対話を重視し、納得感のある医療提

供に努めました。開院以来、大きな事故なく安定した診療体制を維持できております。

今後はこの基盤を維持しつつ、さらなる満足度向上を目指した仕組みづくりを推進いた

します。 
 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

職員の働き甲斐向上を目指し、コミュニケーションの活性化と各人の強みを活かせる

役割分担の明確化に注力しました。また、互いに助け合える組織文化の醸成を推進して

まいりました。具体的な取り組みとして、①対話機会の創出： 訪問の移動時や昼食時、

終業前の時間を活用し、職員間で積極的な意見交換を実施しました。現場の課題をリア

ルタイムで共有し、連携を深める体制を整えました。②適材適所の推進： 個々の得意

分野に基づいた役割の見直しを行い、業務の効率化と「助け合い」が自然に生まれる環

境づくりを行いました。本年度の対話基盤を活かし、次年度は専門性を高める勉強会を

計画的に実施します。知識のアップデートを通じて職員の自信を醸成し、更なる診療の

質向上を目指してまいります。 
 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

相模原清菊園内という立地を活かし、施設行事への積極的な参画を通じて、地域住民

への周知と施設間連携の強化に注力しました。具体的な取り組みとして、①地域行事を

通じた接点作り： 「なかよし食堂」への継続的な参加や、「RUN 伴☆相模原」への出走

など、地域住民および施設職員との親睦を深めました。②専門性を活かした啓発活動： 

相模原清菊園や座間の秋祭りにて「歯の無料相談会」を実施。直接的な対話により、歯

科保健の重要性を伝えるとともに、当院の認知度を向上させることができました。一連

の活動により、地域に根差した診療所としての基盤が構築されました。次年度はこれら

の接点を訪問診療や外来受診の相談へ繋げる、より具体的な導きを強化してまいります。 
 

（４） 経営目標を達成するために 

上記の取組みを着実に進め、さらにＳＮＳによる情報発信によって認知度向上を図った

結果、収入もレセプト件数も予算を達成することができました。 
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（11）．歯科 事業別比較データ 

 ① 外来利用状況 

 附属歯科 優会 和田の里 東林間 

 件数 平均点 件数 平均点 件数 平均点 件数 平均点 

４月 112 1180 102 1035 57 1439 

 

５月 111 1174 103 1006 61 1605 

６月 94 1299 104 992 56 1743 

７月 88 897 102 1224 64 1574 

８月 82 922 96 1153 59 1560 

９月 103 1308 103 1052 52 1768 ０ ０ 

10 月 129 1144 123 1159 59 1783 １ 240 

11 月 98 977 115 1103 69 1738 ３ 483 

12 月 121 1240 120 1028 67 1373 ４ 613 

１月 129 1139 115 993 75 1223 ４ 697 

２月 135 1171 103 952 74 1545 １ 739 

３月 121 1772 111 1049 75 1637 １ 1208 

年計 1323 1185 1297 1062 768 1582 14 663 

 

 ② 居宅往診利用状況 

 附属歯科 優会 和田の里 東林間 

 件数 平均点 件数 平均点 件数 平均点 件数 平均点 

４月 20 3617 35 2109 １ 5176 

 

５月 18 2521 30 2804 ０ ０ 

６月 21 2415 25 2944 ０ ０ 

７月 26 2465 29 3270 ０ ０ 

８月 21 1582 29 2236 ０ ０ 

９月 23 1975 31 2448 ８ 1021 ２ 719 

10 月 37 2054 34 2553 ３ 2464 ８ 1237 

11 月 27 1709 39 2681 ０ ０ 12 1079 

12 月 29 1880 38 2620 ２ 2067 13 1060 

１月 31 2246 30 2378 ２ 3139 14 822 

２月 28 2129 35 2362 ２ 7922 11 828 

３月 30 1897 33 2995 ３ 4072 17 944 

年計 311 2207 388 2617 21 3694 77 955 
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③ 当法人施設利用状況 

 附属歯科 優会 和田の里 東林間 

 件数 平均点 件数 平均点 件数 平均点 件数 平均点 

４月 200 1053 103 651 ０ ０ 

 

５月 171 1096 110 625 ０ ０ 

６月 207 1141 104 623 ０ ０ 

７月 203 1016 105 797 ０ ０ 

８月 197 958 79 639 ０ ０ 

９月 204 1035 93 763 ０ ０ 95 684 

10 月 210 1126 85 630 ０ ０ 147 684 

11 月 205 999 61 891 ０ ０ 163 903 

12 月 214 1103 31 1023 ０ ０ 182 768 

１月 206 1062 63 816 ０ ０ 196 914 

２月 203 1093 44 886 ０ ０ 226 857 

３月 204 1218 59 898 ０ ０ 233 1008 

年計 2424 1075 937 770 ０ ０ 1242 831 

 

④ 他法人施設利用状況 

 附属歯科 優会 和田の里 東林間 

 件数 平均点 件数 平均点 件数 平均点 件数 平均点 

４月 126 1131 182 1412 ０ ０ 

 

５月 113 1198 176 1566 ０ ０ 

６月 130 1079 183 1596 ０ ０ 

７月 162 976 183 1699 ０ ０ 

８月 107 1113 180 1188 ０ ０ 

９月 136 1053 182 1376 ０ ０ ０ ０ 

10 月 151 1110 178 1420 ０ ０ ０ ０ 

11 月 139 1055 175 995 ０ ０ ０ ０ 

12 月 120 1042 176 936 28 1015 ０ ０ 

１月 117 1065 174 1068 26 1019 ０ ０ 

２月 119 1012 183 1356 26 1022 ０ ０ 

３月 125 1028 184 1376 26 1054 ０ ０ 

年計 1545 1072 2156 1332 106 1028 ０ ０ 

 

⑤ 介護保険件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

附属歯科 13 25 32 33 30 33 44 38 39 43 38 41 409 

優 会 11 11 ８ 11 10 10 ９ ９ 11 ７ 11 ９ 117 

和田の里 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 

東 林 間 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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未来創造室 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 国では、担い手不足解消を目指して「介護の魅力発信事業」に取り組んでいます。

横須賀市では行政や商工会議所、福祉施設施設長連絡会がこれに呼応したイベ

ントや事業を展開しており、未来創造室としてこれらの事業に積極的に参加し

ました。 

② 各拠点からの発信とは別に、未来創造室として当法人の施設の特徴やその取り

組みについて SNS を活用した情報発信を行いました。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 「介護」や「福祉」に対して問題意識のある学生が集う場に、当法人職員の参加

を促し、私たちの仕事の尊さや大切さ、不可欠さの再認識を図りました。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① シャローム浦上台（障碍者施設）と連携し、地域カフェのキックオフ企画（フレ

イル予防）を開催しました。 

② 横須賀市では、災害時要援護者支援の一環として実施する個別避難計画の作成

について、横須賀市介護保険課担当者、太陽の家居宅支援センターともに 在宅

高齢者の避難（三次福祉避難所への避難）についての訓練等の検討を実施いたし

ました。 
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企画部 
 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① 順次進めてきた見守りセンサーやインカムの導入が、特養全施設において完了

しました。これにより、利用者様の転倒事故防止が図れた上に、職員同士の迅速

なコミュニケーションの確保と記録作業の省力化、業務の効率化がなされ、職員

がより多くの時間を利用者様と向き合える環境を実現しました。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 法人全体で、より効率的な音声入力等ができるケア記録ソフトへの入れ替えを

行いました。これにより、職員を記録作業から解放し、利用者様と向き合える時

間を確保しました。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 各施設の秋祭り等の行事に、本部事務所職員を年間 11 回派遣しました。また本

部事務所では、「ユーアイ DAY」というイベントを年３回開催し、法人の認知度

向上を進めました。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 横濱左近山の開所のための行政手続き等を適切に行い、スケジュール通りの開

所を実現しました。 
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総務部 
 

 

（２）職員の働き甲斐を高めるために 

① 法人内のハラスメント窓口は、各部長が担うこととなっていますが、上司である

部長では相談しづらいという職員のために、総務部も窓口の役割を担っていま

す。複数の職員から相談があり、解決に導くことができました。 

 

（４）経営目標を達成するために 

① 各拠点が消耗品を「どこから」「いくらで」購入しているのかを一覧とし、より

廉価な購入が手軽にできる仕組みをつくりました。 

 

【 役員会等開催状況 】 

■ 令和７年度 理事会 

第１回 2025 年５月３日 
議案第１号 評議員選任・解任委員の解任について 

議案第２号 評議員選任・解任委員の選任について 

第２回 2025 年６月５日 

議案第１号 令和６年度事業報告書（案）について 

議案第２号 令和６年度収支決算書（案）について 

議案第３号 評議員候補者（案）および評議員選任・解任委員会の開催について 

議案第４号 評議員選任・解任委員の交代について 

議案第５号 評議員選任・解任委員候補者（案）について 

議案第６号 役員候補者（案）について 

議案第７号 経理規程の改定について 

議案第８号 補正予算（案）について 

議案第９号 給与規程の改定について 

議案第 10 号 評議員会の日時・議案等について 

報告事項１ 中長期計画の進捗状況報告 

報告事項２ 理事長業務執行状況報告 

第３回 2025 年６月 21 日 

議案第１号 代表理事の選任について 

議案第２号 常務理事の選任について 

報告事項１ 令和７年度第１回評議員選任・解任委員会の結果について 

報告事項２ （仮）太陽の家横濱左近山資金計画について 

第４回 2025 年９月 25 日 

議案第１号 定款の変更について 

議案第２号 太陽の家座間居宅介護支援事業の廃止について 

議案第３号 ユーアイ二十一就業規則の改定について 

議案第４号 太陽の家附属歯科診療所就業規則の改定及び歯科診療所優会 

就業規則の廃止について 

議案第５号 経理規程の改定について 

議案第６号 太陽の家二番館施設長就任について 

議案第７号 太陽の家横濱左近山施設長就任について 

議案第８号 評議員会の日時・議案等について 

報告事項１ 東林間ライフケアデンタルクリニックの運営状況について 

報告事項２ 東林間ライフケアデンタルクリニックの運営状況について 

報告事項３ 理事長業務執行状況報告 横濱左近山の厨房機器の入札結果について 
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第５回 2025 年 12 月 25 日 

議案第１号 太陽の家馬堀倶楽部業務再開について 

議案第２号 追浜地域包括支援センター業務の受託について 

報告事項１ 各拠点が受けた実地指導の状況について 

報告事項２ 太陽の家横濱左近山建設のための融資の実行について 

報告事項３ 太陽の家横濱左近山の運営状況について 

報告事項４ 理事長業務執行状況 横濱左近山の備品の入札結果について 

第６回 2026 年３月５日 

議案第１号 令和８年度事業計画書（案）について 

議案第２号 令和８年度収支予算書（案）について 

議案第３号 太陽の家座間の居宅介護支援事業所の廃止について 

議案第４号 組織及び職務権限に関する規程の改定について 

議案第５号 給与規程の改定について 

議案第６号 経理規程の改定について 

議案第７号 太陽の家横濱羽沢施設長就任について 

議案第８号 太陽の家相模原清菊園施設長就任について 

議案第９号 評議員会の日時・議案等について 

報告事項１ 太陽の家座間で発生した不適切ケアについて 

報告事項２ 神奈川県による法人指導監査の結果について 

報告事項３ 理事長業務執行状況報告 

報告事項４ 太陽の家ショートステイ事故に関する経過報告について 
 

■ 評議員会 

第１回 2025 年６月 21 日 

議案第１号 令和６年度事業報告書（案）について 

議案第２号 令和６年度収支決算書（案）について 

議案第３号 理事候補者・石渡庸介の選任について 

議案第４号 理事候補者・石渡縁の選任について 

議案第５号 理事候補者・岩澤章夫の選任について 

議案第６号 理事候補者・佐藤晃一の選任について 

議案第７号 理事候補者・北村明美の選任について 

議案第８号 理事候補者・中村豪の選任について 

議案第９号 理事候補者・小林竜雅の選任について 

議案第 10 号 理事候補者・川澄弘喜の選任について 

議案第 11 号 理事候補者・石渡真也の選任について 

議案第 12 号 理事候補者・桐ヶ谷郁人の選任について 

議案第 13 号 監事候補者・川瀨俊夫の選任について 

議案第 14 号 監事候補者・清水耕一の選任について 

議案第 15 号 補正予算（案）について 

報告事項１ 給与規程の改定について 

報告事項２ 経理規程の改定について 

報告事項３ 評議員選任・解任委委員の改選について 

報告事項４ 中長期計画の進捗状況について 

報告事項５ 令和７年度第１回評議員選任・解任委員会開催結果について 

第２回 2025 年 10 月 23 日 

議案第１号 定款変更案について 

報告事項１ 太陽の家座間の居宅介護支援事業の休止と今後の方向性について 

報告事項２ ユーアイ二十一就業規則の改定について 

報告事項３ 太陽の家附属歯科診療所就業規則の改定及び歯科診療所優会 

就業規則の廃止について 

報告事項４ 非常勤就業規則の制定と非常勤職員規則の廃止について 

報告事項５ 嘱託職員就業規則の改定について 

報告事項６ 登録ヘルパー就業規則の制定と登録ヘルパー職員規則の廃止について 

報告事項７ 無期転換従業員就業規則の改定について 

報告事項８ 経理規程の改定について 

報告事項９ 太陽の家二番館及び太陽の家横濱左近山施設長就任について 
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第３回 2026 年３月 24 日 

議案第１号 令和８年度事業計画書（案）について 

議案第２号 令和８年度収支予算書（案）について 

議案第３号 太陽の家座間の居宅介護支援事業所の廃止について 

議案第４号 追浜地域包括支援センター業務の受託について 

報告事項１ 組織及び職務権限に関する規程の改定について 

報告事項３ 経理規程の改定について 

報告事項４ 太陽の家横濱羽沢施設長就任について 

報告事項５ 太陽の家相模原清菊園施設長就任について 

報告事項６ 太陽の家ショートステイ事故報告について 

 

■ 会計監査人監査実施状況 

2025 年５月 21日 

令和６年度期末監査 
2025 年５月 22日 

2025 年５月 26日 

2025 年５月 27日 

2025 年６月５日 監事監査報告 

2025 年 12 月 15 日 会計監査人監査 

2025 年 12 月 16 日 会計監査人監査・拠点監査（左近山） 

2026 年２月 13日 会計監査人監査 

2026 年３月３日 会計監査人監査 
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人事部 
 

 

（２）職員の働き甲斐を高めるために 

① 令和７年４月から、新たな人事評価制度と新たな給与制度を開始しました。まだ

試行錯誤の状況ではありますが、目標の結果が給料に結び付くため、職員のモチ

ベーションの向上に繋がっていると判断しています。 

② 職員が安心して働ける環境づくりの一環として、専門カウンセラーと気軽にオ

ンラインで相談できる仕組みを構築し、10 人の職員が利用しました。 

③ リフレッシュ休暇を 6日増やし、年間休日を 120 日としました。月間 10 日の休

みとなり、福利厚生面での満足度向上に繋がっています。 

④ スマートフォンでの操作を基本とする労務管理システムを導入し、職員、人事担

当の双方にとって負担が少なくかつペーパーレスの環境構築を進めました。 

 

（４）経営目標を達成するために 

① ケアスクールを横浜校と横須賀校の２校体制で運営することができました。初

任者研修には 21 人、実務者研修には 20 人が受講しました。 
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監査室 

 

 

（１） 利用者様やご家族に「安心・温もり・満足」を感じていただくために 

① サービスの質の向上のために、左近山を除く５つの特養と太陽の家浦賀の介護

保険事業を対象に内部監査を実施しました。また、歯科の４診療所に対しては、

就業規則の変更等についての説明と研修を実施しました。 

 

（２） 職員の働き甲斐を高めるために 

① 令和７年度から、新たな表彰に関する規程の運用を開始しました。これに基づき、

延べ 16 人の職員と１つのグループの表彰を行い、職員の働き甲斐を高めました。 

 

（３） 地域に愛され、頼られる施設となるために 

① 施設が行う「秋祭り」等の地域活動に年間で 5回参加し、法人施設が地域との関

りについて実地で助言を実施しました。 

 

（４） 経営目標を達成するために 

① 内部監査の際には、法令遵守の状況を確認するだけではなく、どうしたら未算定

の加算やより上位の加算を算定できるかという視点からの助言も行いました。 

  


